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實方正雄名誉教授略歴

明治38年6月20日

昭和2年3月

昭和5年3月

昭和5年3月31日

昭和7年3月31日

昭和9年3月31日

昭 和12年3月31日

昭 和16年8月16日

昭和17年3月31日

昭和21年9月1日

昭和24年4月1日

昭和24年7月5日

昭和25年6月30日

昭和26年9月16日

昭和28年4月1日

昭和36年3月15日

昭和41年2月28日

昭和41年3月1日

昭和41年6月13日

昭 和50年9月29日

昭和51年2月29日

昭和Sl年3月1日

千葉県に生まれる.・

小樽高等商業学校を卒業する.

東北帝国大学法文学部法律科を卒業する.

東北帝国大学大学院特運給費学生となる.

東北帝国大学専任講師に任ぜ られる.

東北帝国大学助教授に任ぜ られる.

大阪商科大学助教授に補される.

法学博士(東 北帝国大学)の 学位を授与され る.

大阪商科大学教授に任ぜ られ る.

関西学院大学兼任教授 とな る(昭 和41年2月28日 まで),

大阪市立大学教授兼補.

大阪市立大学学生部長 となる(昭 和27年9月30日 まで).

大阪市立大学教授に任ぜ られ る.

小樽商科大学教授を兼任(昭 和29年3月31日 まで).

大阪市立大学法学部長 となる(昭 和32年1月31日 まで).

アメリカ合衆国,イ ギ リス,フ ランス,ベ ルギー,オ ランダ,

スイス,イ タ リア,オ ース トリア,ド イツ,ノ ルウェー,ス ウェ

ーデン及びデ ンマークの各国へ出張(昭 和36年7月2日 帰国) .

大阪市立大学教授を退官する.

小樽商科大学長に任ぜ られ る.

舳大阪市立大学名誉教授の称号を授与される
.

ドイッ,イ ギ リス,フ ランスの各国へ出張を命ぜ られる(期 間

昭和50年10月4日 ～昭和50年10月23日).

小樽商科大学長を任期満了によ り退官する,

小樽商科大学名誉教授 の称号を授与される.




